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村長選挙で二期目の当選をした佐藤正博村長が初登庁しました。（３月 28 日）
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61 億 8,100 万円

　村では毎年２回、財政の状況を村民の皆さんに公表しています。今回は、３月の村議会定例会で可決された当初予
算を中心として、平成 18 年度の主なお金の使いみちについてお知らせします。国の施策である三位一体改革の中、
厳しい財政状況ではありますが、福祉や環境の充実、社会資本の整備など、村民の皆さんが安心して暮らすことので
きる村づくりをめざし、一般会計は 61 億 8,100 万円、前年度比 1.8％増となりました。また、特別会計・企業会計
予算につきましては、それぞれの事業目的の達成に努めました。

積
極
的
か
つ
効
率
的
な
財
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
！

今年はこのように使われます
一般会計予算は 61 億 8,100 万円

目　的 事　　業　　名

総 務 費
・福島県議会議員選挙費
・税滞納管理システム費
・防災無線施設雷保護システム費

民 生 費

・地域生活支援事業費
・自立支援給付事業費
・介護保険事業・介護サービス事業繰出金
・みずほ保育園建設事業費

衛 生 費・保健衛生事業・浄化槽設置整備事業

農林水産業費

・ふるさと農道緊急整備事業
・熊倉ほ場整備推進事業
・防衛施設周辺調整交付金事業
・小規模道水路整備事業
・国土調査事業

商 工 費・水の郷自然紀行事業・甲子地区環境整備事業

土 木 費

・地方道路整備臨時交付金事業
・小規模道水路整備事業
・土地造成特別会計繰出金
・防衛施設周辺調整交付金事業

教 育 費

・地域ぐるみ学校安全体制整備事業
・小学校教育用パソコン配備事業
・シンボルスポーツ推進事業
・小・中学校補修事業費
・上羽太コミュニティセンター建設事業費

平成 18年度一般会計当初予算の主な事業

特別会計
会　計　名 予算額 前年度比 ％

墓 地 特別会計 399 万円 100.0
国 民 健 康 保 険 　〃 15 億 1,434 万円 105.1
老 人 保 健 　〃 12 億 6,325 万円 95.5
土 地 造 成 事 業 　〃 9,839 万円 98.1
公共下水道事業 　〃 12 億 4,181 万円 117.2
農業集落排水事業 　〃 1億 8,138 万円 95.4
介 護 保 険 事 業 　〃 7億 9,244 万円 105.7
介護サービス事業 　〃 5,315 万円 39.1

公営企業会計
水道事業会計 工業用水道事業会計

区　分 予算額 前年度比 ％ 区　分 予算額 前年度比 ％

収益的
収入 3億 3,050 万円 102.0

収益的
収入 3億 0,720 万円 100.0 

支出 3億 3,050 万円 102.0 支出 3億 0,720 万円 100.0

資本的
収入 1億 1,642 万円 123.4

資本的
収入 3,100 万円 27.2

支出 2億 5,993 万円 114.8 支出 1億 8,090 万円 77.2

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額 143,516 千円は、過年度分損益勘定留保
資金 39,426 千円及び当年度分損益勘定留保資
金 104,090 千円で補てんするものとする。

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額 149,900 千円は、過年度分損益勘定留保
資金 64,609 千円及び当年度分損益勘定留保資
金 85,291 千円で補てんするものとする。

一般会計
歳出

61 億 8,100 万円

総務費
10億 0,250 万円

民生費
12億 5,350 万円

衛生費
5億 0,514 万円

農林水産業費
5億 5,939 万円

商工費
1億 7,156 万円

土木費
7億 8,812 万円

消防費
2億 6,657 万円

教育費
6億 9,938 万円

公債費
7億 9,614 万円

その他（議会費等）
1億 3,870 万円

・民　生　費 64,573 円
・教　育　費 36,028 円
・総　務　費 51,644 円
・土　木　費 40,599 円
・衛　生　費 26,022 円
・農林水産業費 28,816 円
・商　工　費 8,838 円
・消　防　費 13,732 円
・公　債　費 41,013 円
・そ　の　他 7,145 円

村民１人当たりの額は ・・・

318,410 円

村税
36億 7,272 万円

使用料・手数料
　6,298 万円

自主財源その他
2億 8,493 万円

地方交付税
7,500 万円

国県支出金
6億 3,795 万円

地方債
6億 6,250 万円

依存財源その他
7億 8,492 万円

依存財源その他の内訳
・地方譲与税  3 億 0,847 万円 
・利子割交付金 635 万円 
・配当割交付金  376 万円 
・株式等譲渡所得割交付金  323 万円 

・ゴルフ場利用税交付金  2,842 万円 
・地方消費税交付金  1 億 9,816 万円 
・自動車取得税交付金  5,390 万円 
・国有提供施設交付金  1,765 万円 
・地方特例交付金  1 億 6,193 万円 
・交通安全特別対策交付金  305 万円 

自主財源その他の内訳
・分担金・負担金  7,413 万円 
・財産収入  2,675 万円 
・寄附金 2,800 万円 
・繰入金  893 万円 
・繰越金  4,000 万円 
・諸収入 1 億 0 ,712 万円 

村税の内訳
・村民税  12 億 9,802 万円
・固定資産税  21 億 7,575 万円
・軽自動車税  2,936 万円
・村たばこ税 1 億 4,954 万円
・特別土地保有税 0 万円
・入湯税  2,005 万円

◆　

歳　

入　

◆
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一
方
、
村
税
増
収
の
影
響
で
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も
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予
算
編
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に
あ
た
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　 バランスシートとは、従来の決算書では理解しにくい「村の資産」と、資産形成の財源である「負債、国・
県補助金、一般財源（村税等）」の状況を企業会計に用いられている手法で示したものです。民間企業と地方自
治体では、資産の意味、活動目的が違うので、単純比較はできませんが、合理的な企業会計の手法を取り入れる
ことによって、財政運営の効率化に役立つものと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

借　　　　　　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　　　　　　方
（資産の部） （負債の部）
１　有形固定資産 １　固定負債
⑴ 総務費 1,089,014 ⑴ 地方債 6,989,565 
⑵ 民生費 2,525,289 ⑵　 債務負担行為　 1,680,616 
⑶ 衛生費 142,499 ⑶ 退職給与引当金 1,272,329 
⑷ 労働費 514,235 
⑸ 農林水産業費 2,224,756 ⑷ そ　の　他 192,953
⑹ 商工費 1,227,270
⑺ 土木費 11,719,954 　固定負債合計 10,135,463 
⑻ 消防費 36,419 ２　流動負債
⑼ 教育費 11,949,404 ⑴ 翌年度償還予定額 582,005

計 31,428,840    
（うち土地） 12,160,949 　流動負債合計  582,005 
　有形固定資産合計 31,428,840 

２　投資等  　負債合計 　 10,717,468 
⑴ 投資及び出資金 1,031,691  　  
⑵ 貸付金 150,000 （正味資産の部）
⑶ 基金 980,033 　
⑷ 退職手当組合積立金 292,513 １　国庫支出金 4,754,141
　投資等合計 2,454,237  　

３　流動資産 ２　県支出金 1,397,313 
⑴ 現金・預金 907,092   
⑵ 未収金 552,027 ３　一般財源等 18,473,274
　流動資産合計 1,459,119  　正味資産合計  24,624,728

資産合計 35,342,196 負債・正味資産合計 35,342,196 
     

※債務負担行為に関する情報　①物件の購入等に係るもの　　329,303 千円（本表に計上したもの除く）

　　　　　　　　　　　　　　②利子補給等に係るもの　　　121,231 千円

有形固定資産のうち施設の主なもの（単位：千円）
施　設　名 残存価格 費　目

役 場 本 庁 舎 37,061 総 務 費
保 健 福 祉 セ ン タ ー 661,538 民 生 費
ま き ば 保 育 園 405,364 民 生 費
熊 倉 児 童 館 148,077 民 生 費
温 泉 健 康 セ ン タ ー 793,303 商 工 費
村営住宅（岩下・杉山外） 348,354 土 木 費
大平アメニティー広場 671,022 土 木 費
西 郷 第 二 中 学 校 1,430,140 教 育 費
熊 倉 小 学 校 940,012 教 育 費
米 小 学 校 495,419 教 育 費
村 民 野 球 場 371,538 教 育 費
文 化 セ ン タ ー 40,532 教 育 費
上 野 原 公 園 178,133 教 育 費

　

平
成
十
三
年
三
月
に
、
総
務
省
よ
り
出
た
「
地
方
公
共
団
体

の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書
」
を
参

考
に
作
成
し
ま
し
た
。

⑴
対
象
会
計
…
…
普
通
会
計
（
一
般
会
計
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び
墓
地
会
計
）

⑵
作
成
基
準
日
…
…
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

⑶
基
礎
数
値
…
…
昭
和
四
十
四
年
度
以
降
の
決
算
統
計
数
値

　
　
　
　
　
　
　
　

を
用
い
ま
し
た
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⑷
有
形
固
定
資
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の
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価
方
法
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得
し
た
と
き
の
価
格
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得
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義
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産
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て
は
、
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額
法
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よ
る
減
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償
却
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す
。
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産
（
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得
）
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つ
い
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は
、
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り
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上
し
ま
し
た
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退
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給
与
引
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金
の
計
上
方
法

　

十
六
年
度
末
に
全
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が
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し
た
と
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て
算
定

し
た
数
値
を
計
上
し
ま
し
た
。

残存価格……取得価格から減価償却累計額を差し引いたもの。

住民１人当たりのバランスシート
資産…………１８３万１千円

　　負債……………５５万５千円
正味資産……１２７万５千円

区　　分 未償還額
一 般 会 計 69 億 8,956 万 4 千円 
公共下水道事業特別会計 40 億 4,691 万 9 千円 
農業集落排水事業特別会計 22 億 9,386 万 4 千円 
介護サービス事業特別会計 2億 3,927 万 1 千円 
水 道 事 業 会 計 14 億 7,345 万 6 千円 
工 業 用水道事業会計 16 億 9,881 万 3 千円 

　平成 18 年３月 31 日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 41億 4,715 万 6 千円 41 億 6,934 万 6 千円 100.5%
地 方 譲 与 税 2億 1,735 万 7 千円 2 億 1,348 万 4 千円 98.2%
地 方 交 付 税 4,000 万 0 千円 4,171 万 8 千円 104.3%
分担金・負担金 7,947 万 1 千円 7,684 万 3 千円 96.7%
使用料・手数料 8,575 万 0 千円 7,965 万 5 千円 92.9%
国 庫 支 出 金 3億 5,980 万 3 千円 3 億 1,158 万 7 千円 86.6%
県 支 出 金 2億 8,072 万 7 千円 1 億 8,243 万 1 千円 65.0%
財 産 収 入 4,647 万 6 千円 4,464 万 5 千円 96.1%
繰 入 金 6,624 万 1 千円 6,604 万 5 千円 99.7%
繰 越 金 7,131 万 6 千円 7,131 万 6 千円 100.0%
諸 収 入 1億 0,032 万 0 千円 9,947 万 3 千円 99.2%
地 方 債 5億 7,710 万 0 千円 1 億 0,430 万 0 千円 18.1%
そ の 他 4億 6,767 万 4 千円 4 億 7,595 万 6 千円 101.8%
合 計 65億 3,939 万１千円 59 億 3,679 万 9 千円 90.8%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 1億 1,859 万 0 千円 1 億 1,760 万 0 千円 99.2%
総 務 費 14億 1,726 万 1 千円 13 億 7,727 万 2 千円 97.2%
民 生 費 11億 5,036 万 6 千円 11 億 2,130 万 7 千円 97.5%
衛 生 費 5億 2,480 万 0 千円 5億 1,832 万 1 千円 98.8%
労 働 費 30万 6千円 25 万 2 千円 82.4%
農林水産業費 4億 9,075 万 0 千円 4 億 2,289 万 0 千円 86.2%
商 工 費 2億 2,740 万 6 千円 2 億 0,990 万 3 千円 92.3%
土 木 費 8億 1,291 万 5 千円 7 億 9,851 万 6 千円 98.2%
消 防 費 2億 7,444 万 3 千円 2 億 7,262 万 1 千円 99.3%
教 育 費 7億 5,264 万 8 千円 6 億 9,894 万 6 千円 92.9%
災 害 復 旧 費 0千円 0 千円 0.0%
公 債 費 7億 4,396 万 8 千円 7 億 4,264 万 3 千円 99.8%
予 備 費 2,593 万 8 千円 0 千円 0.0%
合 計 65億 3,939 万１千円 62 億 8,027 万 1 千円 96.0%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 440 万 8千円 497 万 3 千円 112.8%
439 万 6千円 99.7%

国民健康保険 15億 1,345 万 1 千円 13 億 2,409 万 4 千円 87.5%13 億 9,492 万 1 千円 92.2%

老 人 保 健 13億 7,400 万 4 千円 12 億 6,253 万 3 千円 91.9%12 億 2,302 万 5 千円 89.0%

土地造成事業 2億 1,671 万 0 千円 2 億 2,082 万 1 千円 101.9%2 億 1,670 万 6 千円 100.0%

公共下水道事業 9億 7,085 万 1 千円 6 億 2,169 万 5 千円 64.0%8 億 9,238 万 8 千円 91.9%

農業集落排水事業 1億 8,738 万 7 千円 1 億 5,475 万 7 千円 82.6%1 億 7,990 万 2 千円 96.0%

介護保険事業 8億 0,449 万 8 千円 7 億 8,518 万 4 千円 97.6%7 億 2,871 万 9 千円 90.6%

介護サービス事業 1億 2,575 万 9 千円 1 億 2,013 万 4 千円 95.5%1 億 2,419 万 3 千円  98.8%

水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 3,967 万 1 千円 3 億 4,534 万 1 千円 101.7%
支出 3億 3,967 万 1 千円 1億 7,764 万 3 千円 52.3%

資本的 収入 3,849 万 2 千円 781 万 2千円 20.3%
支出 1億 6,053 万 7 千円 1億 2,512 万 1 千円 77.9%

工業用水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 2億 8,191 万 6 千円 2 億 5,794 万 7 千円 91.5%
支出 2億 8,191 万 6 千円 1億 2,666 万 0 千円 44.9%

資本的 収入 3,520 万 0 千円 1,320 万 0 千円 37.5%
支出 1億 5,021 万 2 千円 7,950 万 1 千円 52.9%

一般会計

特別会計 公営企業会計

●歳入 ●歳出

財 政 調 整 基 金 8億 9,736 万 8千円 
減 債 基 金 5,326 万 7 千円
地 域 福 祉 基 金 7,336 万 7 千円 
人 材 育 成 基 金 2億 2,109 万 8千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 3,718 万 6 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 2億 6,829 万 4千円 

地 域 振 興 基 金 3,804 万 6 千円 
義務教育施設整備基金 3億 0,956 万 0 千円 
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 2,104 万 1 千円
畜 産 振 興 基 金 501 万 9千円 
環 境 基 金 625 万 1千円
土 地 開 発 基 金 2億 0,189 万 1 千円

●基金 ●地方債

作
成
上
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

（平成 17 年度末予定）
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タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
可
決
）

▽
西
郷
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
（
可
決
）

▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
【
三　

件
】　　
　
　
（
可
決
）

▽
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

報　

告
（
二　

件
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

●一般会計・特別会【３月補正】

第
一
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
西
郷
村
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
基
金
条
例
（
可
決
）

▽
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

会　計 補正額 総　額
一 般 会 計 270,344 6,539,391
墓 地 特 別 会 計 △ 257 4,408
国民健康保険特別会計 79,531 1,513,451
老 人 保 健 特 別 会 計 △ 19,530 1,374,004
土地造成事業特別会計 111,673 216,710
公共下水道事業特別会計 　△ 17,302 970,851
農業集落排水事業特別会計 △ 993 188,187
介護保険事業特別会計 32,039 804,498
介護サービス事業特別会計 △ 202 125,759

▽
区
長
の
報
酬
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）　

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
家
族
旅
行
村
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
集
会
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

と
に
つ
い
て
（
専
決
第
一
、二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

補
正
予
算

　

補
正
予
算
と
は
、
年
度
の
途
中

で
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

費
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
、
当
初
予
算
に
変
更
を
加
え
る

予
算
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

請
願
・
陳
情

　

第
一
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

請
願
は
七
件
、
陳
情
は
六
件
で
し

た
。
各
所
管
の
常
任
委
員
会
が
付

託
を
受
け
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

区　分  補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 4,220 339,671
支出 4,220 339,671

資本的
収入 △ 1,610 38,492
支出 △ 3,771 160,537

●公営企業会計【３月補正】

＝
請　
　

願
＝

▽
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
立
を

求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

▽
患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の
中

止
と
「
保
険
で
安
心
し
て
か
か
れ

る
医
療
を
」
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
県
内
郵
便
局
に
お
け
る
集
配
業

務
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

請
願
書
（
不
採
択
）

▽
日
本
と
同
等
の
安
全
対
策
が
実

施
さ
れ
な
い
限
り
、
ア
メ
リ
カ
産

牛
肉
の
輸
入
再
開
を
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願

【
同
一
件
名
で
三
件
の
請
願
提
出
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
に
係
る
請
願
（
採
択
）

＝
陳　

　

情
＝

▽
谷
地
中
消
防
屯
所
移
転
改
築
の

お
願
い
に
つ
い
て
（
採
択
）

区　分  補正額 総　額

工業用水道
事 業 会 計

収益的
収入 △ 25,300 281,916
支出 △ 25,300 281,916

資本的
収入 0 40,102
支出 △ 14,437 150,212

▽
社
会
保
障
制
度
の
一
体
的
改
革

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に

つ
い
て
（
採
択
）

▽
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情
に
つ
い
て
（
採
択
）

▽
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民

間
開
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

▽
雇
用
労
働
者
を
狙
い
打
ち
に
し

た
安
易
な
増
税
路
線
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い

て
（
不
採
択
）

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　

こ
れ
ら
採
択
さ
れ
た
請
願
及
び

陳
情
の
う
ち
意
見
書
の
提
出
を
求

め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

で
議
決
し
た
後
、
関
係
行
政
庁
へ

提
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
第
一
回
定
例
会
（
三
月
八
日
〜
十
七
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
な
ど
村
長
提
出
の

四
十
五
議
案
及
び
報
告
二
件
、
議
員
提
出
の
七
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
件
名
と
議
決
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（千円）（千円）

　

西
郷
村
で
は
、
農
作
物
の
霜
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
役
場
に
西
郷
村
防
霜
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
四
月
五
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
設
置
さ
れ
、
霜
注
意

報
発
令
を
農
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
行
い
ま

す
。

　

霜
害
の
発
生
は
、
農
作
物
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
農
家
経

営
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
降
霜
予
報
が
出
た
場
合
い
ち
早
い
連
絡
体
制
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
農
協
等
各
関
係
機
関
が
緊
密
な
連
携
を
と
り
、
防
霜
対
策

本
部
の
任
務
及
び
連
絡
体
制
を
明
確
に
し
、
降
霜
予
報
発
生
に
備
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
霜
害
発
生
の
場
合
に
は
、
被
害
の
取
り
ま
と
め
、
農
作
物
の

生
育
状
況
と
凍
霜
害
技
術
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
被
害
の
軽
減
、
拡
大
防
止
等
に
努
め
ま
す
。

　

防
霜
対
策
本
部
で
は
、
県
か
ら

の
降
霜
情
報
を
村
内
の
農
家
に
速

や
か
に
伝
え
る
た
め
村
内
全
域
に

配
備
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線
を

使
用
し
て
周
知
徹
底
を
は
か
り
、

被
害
を
最
小
限
度
に
抑
え
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
対
策
本
部

か
ら
の
情
報
や
天
気
予
報
等
に
耳

を
傾
け
、
農
作
物
等
の
管
理
に
は

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。　

農
家
の
皆
さ
ん
農
作
物
を
霜
の　
　
　
　

　
　
　
　
　

被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う



広報にしごうNo.425 　　Ｈ１８．　５．　１

人　

事　

異　

動

村
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

）
は
前
職
《
四
月
一
日
付
》

【
参
事
職
】
▽
参
事
兼
健
康
推
進

課
長
（
住
民
生
活
課
長
）
内
海
豊

▽
参
事
兼
建
設
課
長
（
企
画
調
整

課
長
）
小
松
慎
次
▽
参
事
兼
生
涯

学
習
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
鈴

木
恒
男

【
課
長
相
当
職
】
▽
企
画
調
整
課

長
（
行
財
政
改
革
推
進
室
長
）
秋

田
勝
雄
▽
住
民
生
活
課
長
（
環
境

対
策
室
長
）
真
船
秀
典
▽
行
政
評

価
推
進
室
長
（
建
設
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
〔
管
理
担
当
〕）
高
久
孝

雄
▽
住
民
生
活
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
〔
生
活
安
全
担
当
〕（
環
境
対

策
室
次
長
）
吉
田
博
▽
健
康
推
進

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
福
祉
・
介

護
担
当
〕（
健
康
推
進
課
課
長
補

佐
〔
福
祉
・
介
護
担
当
〕）
円
谷

文
雄

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▽
生
涯
学

習
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
体
育
振

興
係
長
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

〔
体
育
振
興
担
当
〕
兼
体
育
振
興

係
長
）
真
船
善
一
郎
▽
住
民
生
活

課
課
長
補
佐
〔
住
民
担
当
〕
兼
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
（
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
〔
生
涯
学
習

担
当
〕）
柳
沼
美
智
子
▽
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
新
井
光
子

▽
下
水
道
課
課
長
補
佐
〔
業
務
担

当
〕（
住
民
生
活
課
課
長
補
佐
〔
生

活
安
全
担
当
〕）
大
平
一
美
▽
農

政
課
課
長
補
佐
〔
農
政
振
興
担

当
〕（
農
政
課
課
長
補
佐
〔
農
政

振
興
担
当
〕
兼
農
政
振
興
係
長
）

小
針
建
夫
▽
商
工
観
光
課
課
長
補

佐
兼
商
工
観
光
係
長
（
商
工
観
光

課
課
長
補
佐
）
渡
辺
文
雄
▽
建
設

課
課
長
補
佐
〔
管
理
担
当
〕（
税

務
課
課
長
補
佐
〔
固
定
資
産
担

当
〕）
藤
田
雄
二
▽
総
務
課
専
門

主
査
兼
人
事
係
長
（
総
務
課
人
事

係
長
）
菊
池
喜
代
子
▽
税
務
課
課

長
補
佐
〔
固
定
資
産
担
当
〕（
企

画
調
整
課
専
門
主
査
兼
広
報
統
計

係
長
）
相
川
博
▽
健
康
推
進
課
ま

き
ば
保
育
園
園
長
（
学
校
教
育
課

西
郷
幼
稚
園
副
園
長
）
相
川
裕
子

▽
学
校
教
育
課
西
郷
幼
稚
園
副
園

長
（
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園

保
育
係
長
）
筒
井
鈴
枝

【
係
長
相
当
職
】
▽
企
画
調
整
課

広
報
統
計
係
長
（
商
工
観
光
課
商

工
観
光
係
長
）
鈴
木
礼
子
▽
農
業

委
員
会
農
地
振
興
係
長
（
行
財
政

改
革
推
進
室
行
財
政
改
革
推
進
係

長
）
鈴
木
義
和
▽
農
政
課
農
政
振

興
係
長
（
農
政
課
主
任
主
査
）
田

部
井
吉
行
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば

保
育
園
保
育
係
長
（
健
康
推
進
課

ま
き
ば
保
育
園
主
任
保
育
士
）
根

本
真
由
子
▽
学
校
教
育
課
西
郷

幼
稚
園
幼
児
教
育
係
長
（
学
校
教

育
課
西
郷
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
金

田
清
子
▽
健
康
推
進
課
み
ず
ほ
保

育
園
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課

ま
き
ば
保
育
園
主
任
保
育
士
）
松

岡
久
美
子
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば

保
育
園
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進

課
み
ず
ほ
保
育
園
主
任
保
育
士
）

五
十
嵐
枝
美
子
▽
健
康
推
進
課
主

任
主
査
（
健
康
推
進
課
主
査
）
鈴

木
美
津
子
▽
健
康
推
進
課
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
保
健
師
（
健
康

推
進
課
副
主
任
保
健
師
）
高
野
則

子
▽
水
道
事
業
所
主
任
主
査
（
水

道
事
業
所
主
査
）
大
倉
昇
▽
健

康
推
進
課
主
任
主
査
（
下
水
道
課

主
査
）
相
川
晃
▽
農
政
課
主
任
主

査
（
農
政
課
主
査
）
高
久
善
生
▽

企
画
調
整
課
主
任
主
査
（
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
く

し
ま
派
遣
）
池
田
早
苗
▽
健
康
推

進
課
ま
き
ば
保
育
園
主
任
保
育
士

（
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園
副

主
任
保
育
士
）
伊
藤
智
子
▽
福
島

県
派
遣
（
農
政
課
主
査
）
仁
平
隆

太
▽
商
工
観
光
課
主
査
（
生
涯
学

習
主
査
）
黒
澤
浩
子
▽
農
政
課
主

査
（
税
務
課
主
査
）
黒
須
賢
博
▽

生
涯
学
習
課
主
査
（
企
画
調
整
課

主
査
）
添
田
真
二
▽
下
水
道
課
主

査
（
健
康
推
進
課
主
査
）
鈴
木
弘

嗣
▽
健
康
推
進
課
副
主
任
保
健
師

（
健
康
推
進
課
保
健
師
）
小
島
晃

代
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園

副
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課
み

ず
ほ
保
育
園
副
主
任
保
育
士
）
佐

藤
由
美
▽
学
校
教
育
課
米
小
学
校

副
主
任
用
務
員
（
学
校
教
育
課
米

小
学
校
用
務
員
）
高
橋
幸
子
▽
学

校
教
育
課
西
郷
第
一
中
学
校
副
主

任
用
務
員
（
学
校
教
育
課
西
郷
第

一
中
学
校
用
務
員
）
高
田
正
子
▽

学
校
教
育
課
川
谷
中
学
校
副
主
任

用
務
員
（
学
校
教
育
課
川
谷
中
学

校
用
務
員
）
浜
名
直
子
▽
学
校
教

育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任

調
理
員
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
真
船
利
子
▽

学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

副
主
任
調
理
員
（
学
校
教
育
課
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
年
本

和
子

【
係
員
】
▽
税
務
課
主
事
（
健
康

推
進
課
主
事
）
金
田
洋
子
▽
学
校

教
育
課
西
郷
幼
稚
園
副
主
任
教
諭

（
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園
副

主
任
保
育
士
）
遠
藤
昌
子
▽
税
務

課
主
事
（
健
康
推
進
課
主
事
）
保

坂
寿
則
▽
健
康
推
進
課
主
事
（
企

画
調
整
課
主
事
）
渕
上
純
子
▽
健

康
推
進
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

保
坂
真
理
▽
企
画
調
整
課
主
事

（
税
務
課
主
事
）
長
谷
川
寿
之
▽

生
涯
学
習
課
主
事
（
健
康
推
進
課

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
主
事
）

三
森
歩
▽
健
康
推
進
課
主
事
（
新

採
用
）
鈴
木
智
章
▽
税
務
課
主
事

（
新
採
用
）
高
崎
聡
之

【
退
職
者
】《
三
月
三
十
一
日
付
》

▽
新
井
忠
好
（
参
事
兼
建
設
課
長
）

▽
宮
川
忠
士
（
参
事
兼
健
康
推
進

課
長
）
▽
小
木
ク
ニ
子
（
健
康
推

進
課
ま
き
ば
保
育
園
長
）
▽
仁
平

か
よ
子
（
住
民
生
活
課
課
長
補
佐

〔
住
民
担
当
〕
兼
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
鈴
木
時
夫
（
下

水
道
課
課
長
補
佐
〔
業
務
担
当
〕）

▽
室
井
千
佳
子
（
学
校
教
育
課
西

郷
幼
稚
園
副
主
任
教
諭
）

平成 18 年度行政区長および保健委員名簿 （敬称略）

No 行政区名 氏　　名 No 行政区名 氏　　名
1 米 菊 地 征 吉 23 山 下 鈴 木　 守
２ 長 坂 鈴 木 保 弘 24 家畜改良センター 塩 澤 岩 夫
３ 柏 野 君 島 澄 雄 25 原 中 下 柏 明
４ 赤 渕 本 城 雅 之 26 原 中 上 山 下　 啓
５ 下 羽 太 大 高 孝 行 27 上 野 原 下 相 馬　 博
６ 羽太グリーンタウン 畑 田　 修 28 上 野 原 上 有 賀 春 雄
７ 中 久 保 青 山 武 男 29 大 平 佐 川 邦 宏
８ 上 羽 太 篠 崎 英 夫 30 黒 川 青 柳 貞 男
９ 虫 笠 鈴 木 智 雄 31 大 清 水 三 森 継 義
10 真 名 子 森　 忠 克 32 一 の 又 高 野 伯 祐
11 熊 倉 鈴 木 忠 良 33 芝 原 島 田 廣 行
12 鶴 生 和 知 周 作 34 川 谷 上 田 秀 人
13 追 原 星　 義 一 35 伯 母 沢 金 子 博 哉
14 真 船 三 村　 正 36 甲 子 高 原 山 形 利 雄
15 折 口 金 田 吉 男 37 　 窪 住 宅 梁 取 弘 和
16 上 折 口 原 中 村 良 一 38 折 口 原 住 宅 石 井 久 治
17 東 高 山 大 越 勝 英 39 雇用促進住宅 仁 平 富 好
18 東高山ニュータウン 荒 井　 昇 40 岩 下 団 地 我 妻 と し 子
19 下 折 口 原 鈴 木 敬 一 41 下羽太新住宅 浮 田 常 世
20 間 の 原 西 坂 雄 治 42 新 羽 太 団 地 金 澤 之 一
21 下 新 田 仁 平 喜 代 治 43 下 羽 太 団 地 金 田 利 春
22 上 新 田 相 川　 隆

　

平
成
十
八
年
度
第
一
回
行
政
区

長
会
が
四
月
十
一
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
佐
藤
村
長
か
ら

四
十
三
行
政
区
を
代
表
し
て
、
米

行
政
区
の
菊
地
征
吉
さ
ん
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、

今
年
度
の
区
長
会
長
に
下
新
田
行

政
区
の
仁
平
喜
代
治
さ
ん
、
副
会

長
に
米
行
政
区
の
菊
地
征
吉
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
、
本
年
度
の
予
算
や

主
要
事
業
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
、
道
路
の
補
修
、
環
境

問
題
な
ど
、
行
政
区
運
営
に
必
要

な
要
望
や
申
請
の
仕
方
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年

一
年
間
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を

行
政
に
ス
ム
ー
ズ
に
届
け
る
パ
イ

プ
役
」
と
し
て
村
政
進
展
の
た
め

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

四
月
三
日
午
後
七
時
よ
り
、
村
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

に
お
い
て
西
郷
村
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
を
受
け
る
新
入
団
員
や
階
級
の
変
わ
る
団
員
な
ど

七
十
七
名
と
消
防
団
幹
部
約
百
名
が
参
集
し
、
徳
田
進
消
防

団
長
か
ら
各
班
の
幹
部
や
新
入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

団
員
一
人
ひ
と
り
が
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

徳
田
消
防
団
長
は
、
団
員
に
対
し
、「
今
日
、
消
防
の
法

被
に
袖
を
通
し
た
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
予
防
消
防
活
動
や

火
災
現
場
で
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
相
川
村
議
会
議
長
や
西
郷
消
防
分
署
長
、
白
河
警

察
署
西
郷
駐
在
所
長
な
ど
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
終
了
後
は
、
さ
っ
そ
く
新
入
団
員
の
初
任
者

訓
練
を
行
い
、
訓
練
部
長
に
よ
る
、
整
列
の
仕
方
等
の
指
導

が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
、
消
防

団
員
と
し
て
き
び
き
び
と
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

身も心もひきしめて
西郷村消防団辞令交付式



広報にしごうNo.425 　　Ｈ１８．　５．　１

　介護保険料所得段階の第２段階が新第２段階と新第３段階に細分化され、
所得６段階制から所得７段階制となります。

４．上記３の平成 18 年度から 20 年度の介護給付費額に対して、65 歳以上の高齢者が負

担する介護保険料の率は 19％となります。西郷村の 65歳以上の高齢者数は 3,053 人、

同規模の矢吹町では 3,898 人と西郷村は 19％を負担する高齢者数が他市町村よりも少ないため、

それだけ介護保険料の水準を上げる要因となっています。

●介護保険料は、３年ごとに見直しを行い、その額の設定については、３年間の介
護保険財政の均衡を保つことができる額とされています。

１．高齢者数に占める要介護認定者数及び施設入所者が、他市町村に比べて多いこと。　

同規模の矢吹町と比較すると、平成 17 年９月現在で矢吹町の高齢者数が 3,898 人、

要介護認定者数が 452 人、施設入所者が 91 人、西郷村の高齢者数が 3,053 人、要介護認定者数が

536 人、施設入所者が 120 人となり、西郷村は矢吹町より高齢者数が少ないが、要介護認定者及

び施設入所者が圧倒的に多くなっています。

２．西郷村にある介護サービス提供事業所が在宅サービス及び施設サービス共に充実して

いること。他市町村と比べても多い要介護認定者のうち、約８割の方がサービスを利

用しており、その需要に対しても供給がほぼできているため、村内の介護サービス提供事業所は十

分に整備されていると言えます。

３．上記１及び２で述べたことにより、介護保険給付

費が年々増加しています。（下記グラフを参考にし

てください。）平成 18 年度から 20 年度の介護保険料額は、下

記グラフの平成 18 年度から 20 年度の介護給付費額（見込額）

に対しての財政の均衡を保つ額となります。

介護保険料額算定高水準の根拠

■お問い合わせ先　健康推進課介護保険係　☎ 25 －３９１０

平成 18 年度から 20 年度の

介護保険料額が決まりました

介護保険給付費の推移

年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度
介護給付費額 563,513 千円 605,927 千円 646,049 千円 728,349 千円 725,054 千円 738,633 千円 760,680 千円

保険料率

保険料率
平成 17 年度まで

平成 18 年度から

第１段階 第２段階
第３段階
（基準額） 第６段階第５段階第４段階

第１段階 新第２段階 新第３段階 第７段階第６段階第５段階
第４段階
（基準額）

所得区分

所得区分

生活保護受給
者等

住民税世帯非課税者 住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 125 ～
200 万円未満の方

住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 200 ～
400 万円未満の方

住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 400 万
円以上の方

生活保護受給
者等

住民税本人非
課税者（世帯課
税）

住民税世帯非課
税者（年金収入
＋合計所得金額
80 万円以上）

住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 125 ～
200 万円未満の方

住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 200 ～
400 万円未満の方

住民税本人課税
の方で合計所得
金 額 が 400 万
円以上の方

住民税世帯非課
税者（年金収入
＋合計所得金額
80 万円未満）

1,620 円

1,940 円

19,440 円

23,280 円

1,940 円

2,430 円

29,160 円

23,280 円

2,900 円

34,800 円

3,240 円

3,870 円

38,880 円

46,440 円

4,050 円

4,840 円

48,600 円

58,080 円

4,860 円

5,800 円

58,320 円

69,600 円 92,880 円

77,760 円

7,740 円

6,480 円
月
額

年
額

平成 18 年度
　　から

平成 17 年度
　　まで

平成 17 年度
　　まで

平成 18 年度
　　から

0.5

1.0

1.25

1.5
2.0

0.75

0.5

1.0

1.25

1.5

2.0

0.75

住民税本人非
課税者（世帯課
税）
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　「おひざにだっこ」本の読み聞かせが村文化

センターの図書室絵本コーナーにおいて行われ

ました。　これは、トークベアーズ読み聞かせ

サークルの皆さんによるもので、毎月第２木曜

日午前 10 時 30 分より行われています。

　子ども達は、おかあさんのおひざにだっこさ

れ、色々な絵本にふれていました。

　小田倉小学校で、交通安全ミニわらじの贈呈

式が行われました。

　この交通安全ミニわらじは、穂積アサさん

88 歳（小田倉字狼山）が趣味の手芸で作った

100 個を小学校に入学したばかりの新一年生

に贈ったものです。

　穂積さんは、小田倉小の卒業生で、「交通事

故無く安全に通学して勉強してください。」と

お話をして母校の後輩に手渡しました。

　村地域安全推進協議会は、子どもたちにとって

有害となるピンクビラの除去活動を行いました。

　当協議会は、白河警察署からピンクビラ除去指

定証を受け活動を行っています。

　この日は、あいにくの雨の中、合羽などを着こ

んだ約 30 名が４班に分かれ、新白河駅周辺や上

新田、大平地区の電柱に貼られたピンクビラ等の

有害ビラを金属ヘラなどを使い取り除きました。

　春の交通安全運動の一環として、西郷駐在所前

において、運転者に安全運転を呼びかける交通安

全街頭活動が行われました。

　村では、死亡事故ゼロ 1,000 日を達成し、さ

らに記録を延ばせるようにと交通対策協議会のみ

なさんが、運転者一人ひとりに ｢ 交通ルールを守

ることが交通安全につながる第一歩です。」とチ

ラシを配りながら声をかけていました。

　村内の各小中学校、幼稚園、保育園では、入園・入学式が

行われました。子どもたちは、ぴかぴかのランドセルやかば

んを持って両親に手を引かれ元気いっぱいでした。新しいと

もだちをたくさんつくって楽しく勉強してくださいね。

　羽太小学校創立 130 周年記念として選定を進めて
いた「羽太小学校イメージキャラクター」に６年生の
近藤沙織さんがデザインした「ハネッタくん」に決ま
りました。
　近藤さんは、「羽太小学校の子ども達が明るく元気
に仲良く勉強したり、運動したりすることを願って
『羽太』の漢字をイメージして作りました。みんなに
気に入ってもらえるとうれしいです。」と話してくれ
ました。
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  （
真
船
）

　 　

全
身
の
筋
肉
は
、
す
べ
て
、
つ
な
が
っ
て
い

て
、
神
経
刺
激
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
単
位
で
動
き

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
筋
肉
を
動
か
す
の
は
「
脳
」

か
ら
の
指
令
に
よ
り
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
筋

肉
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、「
脳
」
を
使
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
運
動
不
足
や
、
筋
肉
を
使
わ

な
い
効
率
の
悪
い
歩
き
方
を
し
て
い
る
と
、「
脳
」

が
活
性
化
さ
れ
ま
せ
ん
。

シリーズ⑬─

「
庭に

わ
た
り渡

神
社
」

第
19
回

「筋肉を鍛えて
　　　脳を若返らせる」

　

脳
は
、
筋
肉
に
あ
る
筋き

ん
ぼ
う
す
い

紡
錘

と
い
う
セ
ン
サ
ー
か
ら
情
報
を
受

け
取
り
、
筋
肉
を
制
御
し
て
い
ま

す
。
筋
紡
錘
か
ら
の
刺
激
を
脳
が

く
り
返
し
受
け
る
こ
と
で
、
脳
と

筋
肉
の
連
携
を
向
上
さ
せ
、
筋
肉

を
効
率
的
に
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
若
い
人
で
も
三
日
も

寝
込
ん
で
立
ち
上
が
る
と
、
し
ば

ら
く
の
間
、
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な

く
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
っ
た
三
日
間
で
も
、
寝
込
む
と

歩
く
た
め
の
筋
肉
が
衰
え
る
と
同

時
に
、
歩
く
と
い
う
司
令
を
出
す

運
動
神
経
も
元
気
な
時
の
よ
う
に

す
ぐ
に
は
働
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
脳
と
足
の
筋
肉
は

密
接
な
つ
な
が
り
を
持
ち
合
っ
て

い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
歩
く

こ
と
に
よ
り
「
脳
」
を
活
性
化
さ

せ
若
返
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

脳
を
若
返
ら
せ
る

　

役
場
か
ら
鶴
生
方
面
に
向
か
う
道
の
途
中
、
右
手
に
見

え
る
の
が
庭
渡
神
社
で
す
。『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と

真
船
村
に
は
庭
渡
明
神
社
、
湯
泉
八
幡
宮
、
天
王
社
（
明

治
時
代
に
八
雲
神
社
と
改
称
）
の
三
つ
の
神
社
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
村
の
辰
（
南
東
）、
東
、

寅
（
北
東
に
あ
る
と
記
さ
れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
真
船
村
の
庄
屋
が
書
い
た
『
御
用
萬
留
帳
』
に
は
、
八

幡
宮
社
地
に
二
十
本
、
天
王
社
地
に
十
一
本
の
杉
の
木
が

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
程
度
の

敷
地
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
明

治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
庭
渡
神
社
の
社
殿
の
右
側
の

小
祠
に
遷
宮
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
庭
渡
神
社
本
殿
脇
に
あ

る
改
築
記
念
の
碑
に
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に

現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

本
殿
内
部
に
は
庭
渡
神
社
の
ご
神
体
を
祀
る
社
の
脇

に
開
運
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
西
郷
戸
長
と
な
り
、
馬
産
に
よ
っ
て
戊

辰
の
戦
火
や
凶
作
で
廃
村
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
た
、
西

郷
の
村
々
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
八
田
部
才
助
の
功

績
を
た
た
え
、
才
助
の
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
に
祀
ら
れ
た
も
の
で
す
。

体
の
中
に
あ
る
二
つ
の
筋
肉

■子どもの安全見守り隊のご意見、お問い合わせ
　西郷村教育委員会　学校教育課

　　☎ 25-2370

　村地域ぐるみの学校安全体制整備推進委員会は、

通学時の児童、生徒の安全及び学校周辺の安全確保

を目的として西郷村通学路安全マップを作成し、村

内各家庭に配布いたしました。

　この通学路安全マップは、地域ぐるみで安全を確

保するために学校ごとの対策ではなく、PTA や交

通安全、防犯、地域安全活動に携わる方の協力を得

て作られています。マップの作成には、実際に危険

箇所を児童生徒、教師、保護者が一緒に現地に行き

調査したものが掲載され、とても分かりやすいもの

となっています。

　村では、子どもの安全見守り隊及び協力員が４月

20 日現在 1,050 名を超え地域の安全確保に向けて

活動を行っております。

村内の危険箇所を１枚の地図に
～村通学路安全マップ作成～

　

筋
肉
に
は
、
役
割
の
異
な

る
、
二
つ
の
筋
肉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
白
筋
又
は
速
筋
」
と
呼
ば
れ
、

走
っ
た
り
・
跳
ん
だ
り
・
重
い
も

の
を
持
ち
上
げ
た
り
体
を
瞬
発
的

に
動
か
す
と
き
に
鍛
え
ら
れ
る
筋

肉
と
「
赤
筋
又
は
遅
筋
」
と
呼
ば

れ
静
か
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作

で
鍛
え
ら
れ
る
筋
肉
で
す
。

　
「
赤
筋
又
は
遅
筋
」
は
、
体
の

深
層
部
に
あ
り
、
内
臓
を
動
か
し

た
り
骨
を
支
え
た
り
す
る
体
の
基

礎
代
謝
に
使
わ
れ
る
重
要
な
筋
肉

で
す
。

　

こ
の
筋
肉
は
、
バ
ー
ベ
ル
や
ダ

ン
ベ
ル
な
ど
で
は
、
鍛
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。「
低

負
荷
・
高
回
数
」
で
行
う
こ
と
に

よ
り
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
低
負
荷

で
時
間
を
か
け
て
歩
く
た
め
、
基

礎
代
謝
を
高
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

や
「
赤
筋
又
は
遅
筋
」
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　

四
月
十
七
・
十
八
日
に
村
指
定
文
化
財
で
あ
る
火
伏
観

音
堂
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
伏
観
音
堂
は
折
口

新
田
村
を
開
い
た
榊
原
武
助
の
妻
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
昔
、
観
音
堂
が
火
災
に
あ
っ
た
と
き
、
観
音
の
慈

悲
を
感
じ
て
い
た
池
の
タ
ニ
シ
が
、
身
を
焼
い
て
お
堂
を

守
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
火
災
を
防
ぐ
神
さ
ま
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
八
日
は
観
世
音
菩
薩
の
縁
日

に
あ
た
り
ま
す
。

　

い
つ
も
は
、
白
河
市
の
龍
蔵
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
聖

観
世
音
菩
薩
像
が
火
伏
観
音
堂
に
出
開
帳
さ
れ
、
タ
ニ
シ

の
故
事
に
倣
っ
て
顔
を
黒
く
塗
っ
た
、
折
口
集
落
の
子
ど

も
た
ち
が
、
御
神
輿
を
担
い
で
、
集
落
一
軒
一
軒
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
い
夜
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
か

け
声
で
寒
さ
を
忘
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
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情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
運
用
状
況

　

平
成
17
年
度
の
運
用
状
況
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

●
情
報
公
開
条
例
▽
義
務
開
示
（
開
示
請

求
）
＝
請
求
件
数
1
件
（
全
部
公
開
１

件
）、
任
意
開
示
（
開
示
申
出
）
＝
請

求
件
数
０
件
▽
公
文
書
公
開
請
求
者
＝

実
施
機
関
が
行
う
事
務
ま
た
は
事
業
に

利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
者
１
名

●
個
人
情
報
保
護
条
例
▽
開
示
等
請
求
受

理
＝
０
件

●
不
服
申
立
て
＝
０
件

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

人
権
擁
護
委
員

　

総
務
省
で
は
、
西
郷
村
を
担
当
す
る
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
平
成
18
年
４
月
１

日
付
で
次
の
方
を
再
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員　

 

田

邉

敏

捷

・
住
所　

西
郷
村
大
字
米
字
間
ノ
原
107

・
☎
２
５
｜
１
１
３
５

※
そ
の
他
に
４
名
の
方
が
西
郷
村
人
権
擁

護
委
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・

小
松
毬
男　

☎
２
５
｜
０
８
８
８

・
真
船
哲
雄　

☎
２
５
｜
３
６
３
９

・

地

枝　

☎
２
５
｜
１
１
５
９

・ 

松
田
ハ
ル
ヨ　

☎
２
５
｜
１
７
２
４

※
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
自
宅
で
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

　

平
成
18
年
度
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

５
月
10
日
頃
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

５
月
2
日
頃
に
送
付
さ
れ
る
「
納
税
通
知

書
」
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
て
５

月
31
日
㈬
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
部
に
お

け
る
納
税
等
の
取
扱
は
平
日
の
ほ
か
、
取

扱
時
間
の
延
長
及
び
休
日
窓
口
の
開
設
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
県
税
部
窓
口

　

・
時
間
延
長
の
日
（
５
月
29
〜
31
日
）

　

19
時
30
分
ま
で

●
休
日
開
設
窓
口

　
（
県
税
部
窓
口
・
棚
倉
町
役
場
内
臨
時
窓
口
）

　

５
月
27 
日
㈯
〜
５
月
28
日
㈰

●歯科医　休日当番日
  5. 3 芳 賀 医 院 歯 科 室（西郷村）☎ 25-2862
  5.  4 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
  5.  5 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818
  5.  7 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894
  5. 14 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
  5. 21 ひまわり歯科医院（白河市）☎ 23-5991
  5. 28 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933

●今月の納税

軽 自 動 車 税（全　期）

5 月 31 日（水）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

軽
自
動
車
税
で
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

に
は
、
引
落
確
認
が
出
来
ま
し
た
ら
、
６

月
中
旬
に
継
続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
納

税
証
明
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

▼
自
動
車
税

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部　

　

☎
２
３
｜
１
５
１
９

　

▼
軽
自
動
車
税　

税
務
課

〜
西
郷
村
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
〜

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日

●
日
時　

５
月
21
日
㈰　

５
時
30
分
集
合

●
コ
ー
ス　

　

・
上
新
田
推
奨
コ
ー
ス
17

　

・
下
新
田
推
奨
コ
ー
ス
18

●
集
合
場
所　

ジ
ャ
ス
コ
社
員
駐
車
場

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

憲
法
週
間

　

裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

「
憲
法
週
間
」
と
し
て
、
各
地
で
様
々
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
裁
判
員
制
度
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判

官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度
の
こ
と
で

す
。

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
全
国
の
裁

判
所
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念
行
事
で

は
、
裁
判
員
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し

も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

中
退
共
制
度

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
外
部
積
み
立
て
型
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

  

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す
。

  

・
管
理
が
簡
単
で
す
。

  

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

  

・
掛
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

  

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

■
問
合
せ　

中
退
共

　

☎
０
３
｜
３
４
３
６
｜
０
１
５
１

税
制
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
＝
小
規
模
企
業

者
の
方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
場
合
な
ど

に
備
え
て
資
金
積
立
て
を
す
る
「
経
営
者

　

９
時
〜
16
時
ま
で

　

ま
た
、
身
体
あ
る
い
は
知
的
も
し
く
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、
ど
ち
ら

か
一
方
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
５

月
24
日
㈬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
を
納
め
た
と
き

の
領
収
書
に
は
、
車
検
時
に
必
要
と
な
る

「
継
続
検
査
用
の
（
車
検
用
）
の
納
税
証

明
書
」
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号

芳

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  5. 3 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  4 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  5 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  7 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  5. 14 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  5. 21 小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  5. 28 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　休日当番日（白河地区）
  5. 3 佐藤循環器内科クリニック（白河市）☎ 24-2311
  5.  4 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101
  5.  5 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  5.  7 鈴木ホームクリニック（白河市）☎ 31-8181
  5. 14 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080
  5. 21 つかはら内科クリニック（白河市）☎ 24-1011
  5. 28 南湖こころのクリニック（白河市）☎ 23-4401

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

の
退
職
金
」
と
し
て
126
万
人
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
掛
金
が
全
額
所
得
控
除
に
な
る

う
え
、
共
済
金
と
し
て
受
け
取
る
際
に
も

退
職
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
な
ど
税
制
面
の
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
制
度
で
す
。

　

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
＝
連
鎖

倒
産
を
防
止
す
る
制
度
と
し
て
、
約
31

万
社
が
加
入
。
通
常
の
金
融
審
査
で
は
な

く
、
倒
産
し
た
取
引
先
と
の
商
取
引
の
事

実
確
認
に
よ
り
借
入
れ
が
で
き
る
制
度
で

す
。

■
問
合
せ　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東

　

北
支
部
共
済
普
及
室

　

☎
０
２
２
｜
２
６
５
｜
１
１
６
３

「
馬
と
人
と
の
年ク

ロ
ニ
ク
ル

代
記
」
開
催

―

大
陸
か
ら
日
本
、
そ
し
て
福
島
へ―

　

会
津
若
松
市
に
あ
る
福
島
県
立
博
物

館
で
春
の
企
画
展
と
し
て
、「
馬
と
人
と

の
年ク

ロ
ニ
ク
ル

代
記
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬

が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
、
そ
し

て
ふ
く
し
ま
へ
入
り
、
利
用
さ
れ
て
い
っ

た
か
、
様
々
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
昭
和
十
七
年
頃
の
軍
馬
補
充

部
碑
返
牧
場
の
写
真
や
考
古
部
門
展
示

に
は
西
郷
村
の
真
名
子
Ｂ
遺
跡
で
出
土
し

た
壺
や
新
白
河
駅
建
設
の
際
の
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
土
器
群
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

　～ 変更する便 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（変更後）

　　台上経由綱子線　　新白河駅高原口発　　６：５０　⇒　　７：０５

　　原中経由川谷線　　川谷発　　　　　　　７：２０　⇒　　７：１５

　　追原経由甲子線　　高原ホテル前発　　１６：４０　⇒　１６：４５

　平成 18 年４月より、村内の路線バスを改正し運行しているところですが、

５月１日よりバスの時刻が一部変更になります。

生活路線バスの時刻変更のお知らせ
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春
の
行
政
相
談
週
間

五
月
二
十
二
日
〜
二
十
八
日

　

５
月
22
日
〜
28
日
ま
で
の
１
週
間
は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
行
政
（
国
や
県
、
村
）
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
皆
さ
ん
と
関

係
行
政
機
関
等
の
間
に
た
っ
て
解
決
を
促

進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
村
で
は
、
毎
月
１
回
「
西
郷
村
文

化
セ
ン
タ
ー
２
階
」
で
行
政
相
談
所
を
開

設
し
て
お
り
、
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
毎
月
の
相
談
日
は
村
の
防
災

無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
行
政

相
談
委
員
は
い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員

　

越
前
六
郎
　

☎
２
５
｜
３
３
６
７

平
成
18
年
度
白
河
地
方
就
職　

　
　
　
　
　
　
　

   

ガ
イ
ダ
ン
ス

　

参
加
企
業
の
概
要
・
特
色
を
紹
介
し
た

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
開
催
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
開
催
期
間　

　

４
月
22
日
㈯
〜
６
月
11
日
㈰

●
開
館
時
間　

９
時
30
分
〜
17
時

　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
（
た
だ
し
、
５
月
１
日
は
開
館
）

●
企
画
展
観
覧
料

　

一
般
・
大
学
生　

５
０
０
円

　

高
校
生　
　
　
　

３
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

●
場
所　

福
島
県
立
博
物
館

■
問
合
せ　

０
２
４
２
｜
２
８
｜
６
０
０
０

ま
ほ
ろ
ん
４
・
５
月
の
お
知
ら
せ

●
実
技
講
座

　

４
月
29
日
㈯　

つ
り
針
づ
く
り

　

５
月
６
日
㈯　

土
笛
・
土
鈴
づ
く
り

●
文
化
財
研
修

　

４
月
30
日
㈰　

土
器
づ
く
り

　

５
月
28
日
㈰　

土
器
焼
き

●
館
長
講
演
会

　

４
月
22
日
㈯　

第
一
回
「
日
本
列
島
の

　

風
土
、
旧
石
器
文
化
」

　

５
月
27
日
㈯　

第
二
回
「
縄
文
文
化
」

●
企
画
展　

３
月
11
日
㈯
〜
５
月
14
日
㈰

　

春
の
て
ん
じ
「
新
編
陸
奥
国
風
土
記
巻

　

之
五　

会
津
郡
・
耶
麻
郡
そ
の
１
」

※
募
集
人
数
、
行
事
日
程
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

ま
ほ
ろ
ん

　
（
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
）

　

☎
０
２
４
８
｜
２
１
｜
０
７
０
０　

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
菊
地
武
夫
さ
ん　
　
　
　
【
白
河
市
】

　
（
３
月
20
日
、
西
郷
村
村
政
振
興
の
た

　

め
に
）　
　
　
　

 

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
小
針　

淳
さ
ん　
　
　
　
　
　
【
米
】

　
（
３
月
30
日
、
故
小
針
正
三
郎
氏
の
遺

志
に
よ
る
村
政
振
興
事
業
の
た
め
に
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

   

三
〇
、〇
〇
〇
円

▼
二
瀬
愛
子
さ
ん　
　
　
　
　
【
大
平
】

　
（
４
月
４
日
、
故
二
瀬
馨
氏
の
遺
志
に

よ
り
、
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
、
来
庁
者

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
に
）　

　

水
石
「
青
虎
石
」　
　
　
　
　
　

 

１
個

報緊 通急

道路の異状を発見したら下記に電話を！

・路面に穴が空いて危険です。

福島県の道路情報窓口が 24時間受付します。
＝こんなときに電話をお願いします＝

・落石が道路をふさいでいます。
・木が倒れて通行できません。
・泥水が道路に流出しています。

☎

後
、
各
企
業
の
人
事
担
当
者
と
学
生
に
よ

る
個
別
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
26
日
㈮　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河
「
富
士
の
間
」

■
問
合
せ　

県
南
地
域
地
場
産
業
振
興
対

　

策
協
議
会
事
務
局

　

☎
２
２
｜
１
１
４
５　
　



　Ｈ１８．　５．　１

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3憲法記念日 4国民の休日 5こどもの日 6

7 8
健康相談・母子手
帳交付日（13:00
保健福祉センタ
ー）

9 10
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
12 ～ 13 ヶ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）　
子育て講座（13:00
保健福祉センタ
ー）

12
幼年消防入団式
（10:00 みずほ保育
園）

13
健 康 体 操 教 室
（10:00 保健福祉セ
ンター）

14 15 16
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

17
寿学級（10:00 ア
クティブセンター
西郷）

18 19
花いっぱい運動
（9:00 甲子地区　
289 号線沿い）

20
運動会（熊倉小、
小田倉小、米小、
羽太小、川谷小・
中各校庭）　　　
　ふるさと講座
（10:00 文化センタ
ー）

21
健康ウォーキング
の日（5:30 ジャス
コ駐車場集合）楽
しくトレッキング
(7:30 文化センタ
ー集合）

22
健康相談・母子手
帳交付日（13:00
保 健 福 祉 セ ン
ター）

23
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

24 25
4 ヶ 月 健康診査
（13:00 保 健 福 祉
センター）　　　
　心配ごと特別相
談会（13:00 高齢
者生活支援センタ
ー）

26 27

28
第 13 回赤面山山
開き（7:00 受付開
始旧白河高原スキ
ー場）

29
行政相談所（13:30
文化センター）

30
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

31
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

2006 年 5 月
May行事
レカ ンダー

●今月の顔────
１歳６ヶ月児健康診査（4/14）

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・5/3 ～５　白河関の森公園「端午の節句」（白河関の森公
園 10:00）

・5/5 　昔話を聞こう ( まほろん 10:30）
・5/7　あそびの学校「モールで描く写真立」( ジャスコ白
河西郷店 13:30）

・5/14　THE こども祭り（白河中央福祉センター 9:30)

・5/14　白河茶道連盟春季大茶会（南湖公園翠楽苑 9:00)
・5/14　爆笑バトルライブ 2006in 白河（白河市民会館
15:30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・5/19　おはなし講座「白河地方の地名のはなし」（白河
市立図書館 14:00）　　　　　　　　　　　　　　　

・5/25　子育てママのしゃべり場（天神町県南生協 10:00）
　　　　　　　　　　　　　　　



　

夜
の
音
楽
室
は
と
て
も
に
ぎ
や
か

　

毎
ば
ん
毎
ば
ん
え
ん
そ
う
会

　

ピ
ア
ノ
の
音
や
太
こ
の
音
が
ひ
び
い
て
る

　

ポ
ロ
ン
ド
ン
ド
ン
ポ
ロ
ン
ド
ン
ド
コ
ド
ン

　

つ
ら
れ
て
鉄
琴
木
琴
も

　

ポ
ン
ポ
ン
キ
ー
ン
ポ
ン
ポ
コ
キ
ー
ン

　

の
ぞ
い
て
み
た
い
な　

夜
の
音
楽
室

担
任
の
佐
藤  

仁
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
鈴
木 

悦
子
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
田
崎 

奈
々
恵
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（4月 1日現在）人口 19,481 人（前月比 -17）男 9,823 人（-17）女 9,658 人（± 0）世帯数 6,174 戸（+24）

　

平
成
十
七
年
度
卒
業
生
が
全
員
で
、
は
り
絵
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
未
来
へ
の
ド
ア
を
開
け
、
旅
立

と
う
と
す
る
卒
業
生
と
そ
れ
を
見
守
る
在
校
生
を

表
現
し
ま
し
た
。

　

音
楽
が
大
好
き
な
知
優
さ
ん
。
夜
の
音
楽
室
を

想
像
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
が
書
け
ま
し
た
ね
。
つ

い
の
ぞ
き
た
く
な
る
…
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
ね
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ポ
少
に
夢
中
で
す
。
好
き

な
言
葉
に
「
野
球
」
を
選
ん
で
書
き
ま
し
た
。
自

分
の
思
い
を
、一
筆
一
筆
に
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

図
画

詩

書

川
谷
小
学
校
旧
六
年

　
　
　

全

児

童

川
谷
小
学
校
旧
四
年

　
　
　

八

島

知

優

川
谷
小
学
校
旧
五
年

　
　
　

菊

地

 

登

（
村
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